
●新たな門出を祝って（成人式）
●町長とのふれあい懇談会
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新たな門出を祝って
平成28年足寄町成人式が１月10日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人53人が出席し、
晴れやかな20歳の門出を祝いました。

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
、

岡
田
樹
さ

ん

と
角
野
ま
り
な
さ

ん

が
町

民
憲
章
を
先
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
久
津
勝
彦
町
長
が
「
皆

さ
ん
は
、
こ
の
広
い
世
界
の
中
で

一
人
し
か
存
在
し
な
い
宝
物
で
す
。

宝
物
磨
き
を
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
五
十
嵐
聖
弥

さ
ん

が
「
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
お
か
げ
で
、
今
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し

い
世
界
情
勢
の
中
、
自
分
ら
し
さ

を
見
失
う
こ
と
な
く
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
代

表
の
佐
々
木
卓
哉
さ
ん

と
西
田
望
さ
ん

に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
祝
賀
会
に
は
、
中
・
高
校

時
代
の
恩
師
２
人
も
駆
け
付
け
、

佐
々
木
智
人
さ
ん

と
横
山
歌
穂
さ
ん

の

司
会
の
下
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
旧
友
と
の
再
会
を
喜

び
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
写
真

を
撮
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　酪農業は大変

ですが、家族み

んなで頑張って

います。年々搾

乳農家が減って

きているので、

今は現状維持に

努めていきたいです。私自身、

消極的な面があるのですが、20

歳になったのを機に、明るく元

気に生きたいです。

佐藤　華純さ
ん

　成人式に出席

して、成人した

ことをあらため

て自覚しました。

今は美容師とし

て帯広市で働い

ています。今は

まだ学ぶことがたくさんありま

すが、ゆくゆくは足寄でお店を

開いて、まちの人々から愛され

る美容師になりたいです。

口　凌希さ
ん

　消防士になる

ために、今は救

急救命士の勉強

をしています。

知人の消防士が

命と真剣に向き

合う姿に魅力を

感じ、志すようになりました。

将来は誰からも信頼されるよう

な消防士になり、多くの人を救

いたいです。

髙橋　綾汰さ
ん

　中学生のころ

から子どもに携

わる仕事がした

いと思っていま

した。念願かな

いやっと保育士

として働くこと

になり、とてもうれしいです。

つらいこともあると思いますが、

笑顔を絶やさず仕事を楽しめる

よう成長していきたいです。

加藤　　葵さ
ん

　今は家業の畜

産業を手伝って

いて、毎日大忙

しです。私は人

見知りなところ

があるので、大

人になったから

には社交性を身に付けたいです。

また、自分の仕事には責任を持

ち、楽しく働けるような大人に

なっていきたいです。

大浦　摩美さ
ん

　釧路市で警察

官として勤務し

ています。毎日

たくさんのこと

を学び、吸収し

ていかなくては

いけません。持

ち前の明るさを生かし、市民に

優しく指導をしていきたいです。

信頼される警察官になるのが今

の目標です。

今泉　樹貴さ
ん

20歳の決意



5 4

皆さんの声を行政運営に…

町長とのふれあい懇談会
皆さんの声をお聴きし、行政運営に反映させる「町長とのふれあい懇談会」を 
昨年の10月27日から30日にかけ、町内４会場で開催しました。

昨
年
９
月
に
策
定
し
た
「
足
寄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を 

主
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

質
問

：

出
産
祝
い
金
や
保
育
料
の

無
償
化
な
ど
、
各
種
子
育
て
支
援

策
の
財
源
は
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
と
定
住
人
口
増
な
ど

を
目
的
に
、
出
産
祝
い
金
の
贈
呈
、

保
育
料
や
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

足
寄
高
校
生
を
対
象
と
し
た
学
習

塾
の
開
設
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
５
億
円
の
子
育
て
安
心

基
金
を
新
た
に
創
設
し
、
子
育
て

支
援
策
を
安
定
的
・
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

足
寄
町
の
子
育
て
支
援
策

は
手
厚
く
、
魅
力
的
で
あ
る
。
町

外
に
向
け
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
、

転
入
者
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
町
の
政
策
や
事
業
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
周
知
・
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
予
定
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
、
足
寄
町
の
魅
力
を

さ
ら
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

：

学
力
向
上
の
た
め
に
、
小

中
学
生
の
頃
か
ら
公
設
民
営
塾
に

通
え
る
よ
う
に
し
て
は
。

町
内
に
は
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
学
習
塾
を
運
営
し
て
い
る

方
が
お
り
、
競
合
す
る
部
分
が
あ

る
た
め
小
中
学
生
の
利
用
は
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。

　

公
設
民
営
塾
は
足
寄
高
校
支
援

策
の
一
環
と
し
て
開
設
し
た
も
の

で
あ
り
、
入
学
者
増
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

町
の
空
き
家
対
策
は
。

―
―
ま
ず
は
全
町
的
に
空
き
家
状

況
を
調
査
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

移
住
対
策
等
に
活
用
が
で
き
る
か

検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い

場
合
に
は
、
所
有
者
に
解
体
を
依

頼
し
ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
が
不

明
の
場
合
、
解
体
費
用
の
負
担
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
代
執
行

に
よ
り
町
が
空
き
家
を
解
体
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

質
問

：

町
内
の
医
療
機
関
に
は
耳

鼻
科
が
な
く
、
町
外
の
病
院
に
通

っ
て
い
る
が
、
大
変
な
の
で
通
院

バ
ス
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

外
出
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
が
病
院
に
通

院
等
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、
足
寄

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
「
外

出
支
援
（
移
動
）
サ
ー
ビ
ス
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
利
用
の
際
に
は
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

質
問

：

足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り

は
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
お
り
、
他
町

村
か
ら
も
人
が
来
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

花
ま
つ
り
は
「
町
民
の
集
い

の
場
」
が
必
要
と
の
町
民
要
望
に

応
え
、
町
民
の
親
睦
と
交
流
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
行

委
員
会
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化

や
町
外
へ
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

は
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、

対
象
や
目
的
、
効
果
に
つ
い
て
検

証
・
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２０１５　あしょろこの一年

１月

・書き初め大会（９日）

・成人式（11日）

・ジュニアスキー教室（13日）

・むかしのお正月遊び（18日）

・町民スケート大会（31日）

・ウッドキャンドルナイト（31日）

３月

新学校給食センターが完成

・読書感想文コンクール表彰式

　（７日）

・防犯かるた大会（８日）

・ジュニアスポーツ体験教室

　（18日） 

５月

・ネイパル足寄・春のこどもフェ

スティバル（５日）

・ふるさと足寄１００年塾「生き

がいスクール」入塾式（13日）

・阿寒硫黄鉱山講演会（17日）

・足寄ふるさと花まつり（31日）

７月

・ばんえい競馬「足寄町産駒記念

レース」（５日）

・町内観光体験ツアー（８日）

・足寄高等学校観岳祭（11－12日）

・社会を明るくする運動（24日）

・芸能発表会（26日） 

９月

上利別地区で生きがいデイサービ

スが再開

成年後見支援センターが開所

足寄高校生海外研修訪問団を派遣

・足寄消費者協会設立10周年記念

式典（13日）

11月

・功労者表彰式、文化賞スポーツ

賞等表彰式（３日）

・自治会連合会創立40周年記念式

典（９日）

・足寄町文化協会創立50周年記念

式典（23日）

２月

・雌阿寒温泉スキーハイキング

　（８日）

・足寄町商工会青年部創立50周年

記念式典（22日）

・ふるさとを考える町民のつどい

（26日） 

４月

高齢者等複合施設「むすびれっじ」

がオープン

へき地保育所で給食を提供開始

第18回統一地方選挙

・ウェタスキウィン市中高生訪問

団来町（６日）

６月

北海道遺産「螺湾ブキ」収穫

・雌阿寒岳安全祈願祭（７日）

・足寄消防団連合演習（14日）

・ジュニア水泳教室（17日）

・ノルディックウオーキングの旅

（21日）

８月

・クリーン阿寒オンネトー地区清

掃活動（２日）

・足寄ふるさと盆踊り・両国花火

大会（15日）

・町民ふれあいスポーツ大会

　（30日）

10月

公設民営塾「足寄町学習塾」がオ

ープン

新豊栄橋が開通

・町民マラソン大会（12日）

・健康づくり講演会（20日）

・町民芸術祭（25日）

12月

町勢要覧２０１５が完成

・地域福祉セミナー（14日）

・トレーニングマシン体験会

　（15日）

・スピードスケート靴の無料貸し

出し（16日）



まちかどまちかどまちかど

67

写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民

センターで行われ、小学生から一般まで20人

が参加しました。参加者らは町内で書道教室

講師などを務める須藤真実さ
ん、林恵さ

ん、南田

美紀さ
んからアドバイスを受けながら「あさ日」

「お手伝い」「美しい地球」などそれぞれの

題字を力強く書き上げていました。

１.７ 速く滑れるように

１.８ 新年の思いを込め

１.６ 勉強って楽しい！

12.22
上利別保育所

　十勝毎日新聞社主催の第16回十勝環境賞・

福祉賞で、足寄高等学校（西堀隆亮校長）ボ

ランティア部「コロポックル」（米川透伊部長）

が十勝福祉奨励賞を受賞しました。米川部長

（２年）は「先輩たちが築いてきた活動を続

けながら、新たな活動にもチャレンジしてい

きたい」と今後の抱負を述べました。

　ジュニアスケート教室が里見が丘スケート

リンクで開催され、小学生69人が参加。子ど

もたちは年齢やレベルに分かれ、講師からバ

ランスの取り方や上手に滑るコツを学びまし

た。スケート初挑戦の松井礼央君（足寄小１

年）は「足が痛いけど、もっと滑って上手に

なりたい」と意気込んでいました。

12.22 受賞を励みに

　冬休みチャレンジクラブ（町教育委員会主

催）が町民センターで開催され、小学生32人

が参加しました。町生涯学習アドバイザー２

人の他、大学生ボランティアや道立青少年体

験活動支援施設「ネイパル足寄」のスタッフ、

足寄小学校の教諭らが講師を務め、子どもた

ちの質問に丁寧に答えていました。

12.16 スケートが楽しみ！

12.７ 人権について考える

上手にお餅つけたかな？
　毎年恒例の餅つきが、上利別保育所と町認

定こども園どんぐりで行われました。子ども

たちは保護者らに手伝ってもらいながら、餅

つきを体験。周りからの「よいしょ、よいし

ょ」との掛け声に合わせきねを力いっぱい振

り下ろし、餅をつき上げました。その後、熱々

の餅を雑煮やきな粉餅にして食べました。

　毎年好評のスピードスケート靴の無料貸し

出しが総合体育館で行われました。これは、

町民から提供を受けたスケート靴を希望者に

無料で貸し出すもので、この日は16㎝から28

㎝までの約１００足が貸し出されました。小

原悠希君（足寄小２年）は「この靴でいっぱ

い練習したい」と声を弾ませていました。

12.16 楽しく交流
　ふるさと足寄１００年塾「学遊会」（遠藤

総一会長）の会員23人が足寄小学校を訪れ、

６年生と交流しました。初めに児童がよさこ

いを披露すると、会員からは大きな拍手が沸

きました。その後、会員らは児童と一緒に卓

球や将棋、昔遊びをしたり、給食を食べたり

して楽しく交流しました。

　全国中学生人権作文コンテスト十勝地区大

会で奨励賞を受賞した有澤柚菜さ
ん（足寄中３

年）に、人権擁護委員の國見勲さ
んから表彰状

が手渡されました。同コンテストは、毎年同

校３年生が社会科の学習の一環として取り組

んでいるもので、本年度は管内16校から７２

５作品の応募がありました。

1.13
どんぐり
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
39
回

　

今
年
の
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
が
始
ま
っ
た
昨
年
10
月
以
降
、
全
国
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
審
な
電

話
等
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
お
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

《
実
際
に
あ
っ
た
相
談
事
例
》

・
行
政
機
関
を
名
乗
り
「
手
続
き
が
必
要
な

の
で
、
前
も
っ
て
口
座
番
号
と
通
知
番
号

を
知
り
た
い
」
と
い
う
電
話
が
掛
か
っ
て

き
た

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
個
人

情
報
を
調
査
中
と
言
わ
れ
、
資
産
な
ど
を

聞
き
出
そ
う
と
さ
れ
た

・
国
か
ら
委
託
さ
れ
て
番
号
を
管
理
し
て
い

る
と
い
う
業
者
が
訪
問
し
て
き
た

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
ま

つ
わ
る
詐
欺
や
犯
罪
の
手
口
は
「
情
報
漏
れ

な
ど
を
理
由
に
直
接
お
金
を
請
求
す
る
」「
事

前
に
家
族
構
成
や
資
産
状
況
な
ど
を
聞
き
出

し
、
後
で
振
り
込
め
詐
欺
等
に
悪
用
す
る
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺
の

手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
内
容
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
社
会
保
障
の
分
野
…
児
童
手
当
の
申
請
や

年
金
資
格
取
得
の
際
、
窓
口
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
書
を
持
参
す
る

●
税
に
関
す
る
分
野
…
源
泉
徴
収
票
を
作
成

し
て
も
ら
う
時
に
勤
務
先
へ
提
示
す
る

　

一
度
割
り
当
て
ら
れ
た
番
号
は
、
原
則
と

し
て
生
涯
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
通
知
カ
ー
ド
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
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消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
不

安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）
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役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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消防通信　第15号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数�

（
１
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

31
件
（
８
件
増
）

火
災
出
動�

０
件
（
同　

数
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

　

平
成
25
年
３
月
、

道
内
で
暴
風
雪
に

よ
り
９
人
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
故
の

主
た
る
原
因
は
「
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
現
象

で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
雪
や
雲
な
ど
に
よ
っ
て
視
界
が

白
一
色
と
な
り
、
方
向
や
地
形
の
起
伏
が
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
現
象
で
す
。

も
し
も
暴
風
雪
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

《
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
》

・
携
帯
電
話
が
使
え
な
く
な
る
場
合
を
考
え

た
運
転
を
心
掛
け
る

・
急
激
な
天
候
の
悪
化
に
よ
る
立
ち
往
生
に

備
え
て
、
防
寒
着
や
長
靴
、
手
袋
、
ス
コ

ッ
プ
、
け
ん
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
積
ん

で
お
く

・
十
分
な
燃
料
が
あ
る
か
確
認
す
る

・
危
険
を
感
じ
た
ら
無
理
を
せ
ず
、
道
の
駅

や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天
候
の

回
復
を
待
つ

《
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
と
き
》

・
立
ち
往
生
し
た
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
な
ど
の

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
消
防
や
警
察
に
連
絡

し
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
た
状
態

で
車
内
で
救
助
を
待
つ

・
車
が
雪
に
埋
ま
っ
た
ら
、
排
気
ガ
ス
の
流

入
を
防
ぐ
た
め
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。
や
む

を
得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
場
合
は
、
マ

フ
ラ
ー
が
雪
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
、
小
ま

め
に
マ
フ
ラ
ー
周
り
を
除
雪
す
る

詳
　
細 

足
寄
消
防
署　

☎
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２
６
１
９

薄
雲
の
淡
く
染
ま
り
て
冬
に
入
る 

坂
本
　
夢
乃

綿
虫
や
宇
宙
遊
泳
見
る
ご
と
し 

小
山
田
富
美
子

小
春
日
や
終
日
過
す
外
仕
事 

山
岸
　
清
子

綿
虫
の
夕
日
に
染
ま
り
舞
ひ
を
り
ぬ 

湯
浅
　
保
子

コ
ロ
コ
ロ
と
落
葉
と
リ
ス
の
か
け
く
ら
べ 

小
山
　
博
子

会
う
人
の
皆
顔
馴
染
み
初
詣 

吉
田
　
哲
子

広
や
か
な
彩
の
な
き
庭
冬
立
て
り 

高
橋
と
し
子

立
冬
や
二
人
の
暮
し
恙
な
し 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

大
丈
夫
？

暴
風
雪
へ
の
備
え

暴風雪による事故状況（平成25年３月）

遭難者（年齢） 遭難の種類 場　所
目的地と遭難場所

までの距離

Ａさん（23歳） 行き倒れ 中標津町 自宅から300ｍ

Ｂさん（53歳） 行き倒れ 湧 別 町 目的地から700ｍ

Ｃさん（54歳） 行き倒れ 網 走 市 自宅まで150ｍ

Ｄさん（76歳） 行き倒れ 富良野市 自宅まで200ｍ

Ｅさん（76歳） 行き倒れ 北 見 市 自宅まで130ｍ

一家４人
一酸化炭素

中毒死
中標津町

自宅から800ｍ手
前で吹き溜まりに
突っ込み移動不能
に。雪に覆われた
車内に排気ガスが
流入した。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
い
る
」 

な
ど
と
い
っ
た
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を　
　
　
　
　
　

正
規
に
使
用
す
る
場
合
の
具
体
例

マイナンバー制度に便乗

した詐欺の相談件数

全国消費生活情報ネットワーク・
システム登録分（11月10日まで）

60代未満
17件

60代
14件70代

40件

80代以上
12件

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
公
的
機
関
を
名
乗
っ
た
人
物
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
手
数
料
が
掛

か
る
と
言
わ
れ
た
場
合

　

→
家
族
構
成
、
資
産
や
年
金
・
保
険

の
状
況
、
口
座
番
号
は
絶
対
に
教

え
な
い

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
関
し
て
、
代

金
を
請
求
さ
れ
た

　

→
カ
ー
ド
の
取
得
は
無
料
で
す
。
万

一
、
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
は
、
警
察
相
談
専
用
電

話
（
＃
９
１
１
０
）
に
連
絡
す
る

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
で
あ
る
と
か
た

っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
来
た
場
合

　

→
送
信
元
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、

安
易
に
開
封
し
た
り
、
記
載
さ
れ

た
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
し

な
い

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
�

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
カ
ー
ド
の

発
行
に
関
し
て
費
用
が
発
生
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
国
や
自
治
体
な
ど
の
行
政
機
関
が
、

電
話
や
自
宅
を
訪
問
し
て
番
号
を
聞

き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
連
絡
を
メ

ー
ル
で
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

●
不
正
な
依
頼
を
受
け
て
自
分
の
番
号

を
教
え
て
し
ま
っ
て
も
、
本
人
が
刑

事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ

ン
ト
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
般
に
健
康
食
品
と
は
「
健
康
の
維

持
増
進
に
資
す
る
食
品
全
般
」、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
は
「
特
定
成
分
が
濃
縮
さ
れ
た
錠
剤
や

カ
プ
セ
ル
形
態
の
製
品
」
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
明

確
な
定
義
が
な
い
た
め
、
一
般
の
消
費
者
が

認
識
し
て
い
る
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

は
、
通
常
の
食
材
か
ら
菓
子
や
飲
料
、
医
薬

品
と
類
似
し
た
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
ま
で
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
は
体
内
で
合
成
さ

れ
な
い
た
め
、
野
菜
や
果
物
の
摂
取
量
が
少

な
い
と
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
手
軽
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
食
品
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
比
較
的
安
全
と
さ
れ
て
い
る
ビ

タ
ミ
ン
剤
で
も
過
剰
摂
取
に
よ
る
副
作
用
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ビ
タ
ミ
ン
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
脂
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
水
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
は
、
過
剰
に
摂
取
し
た
場
合
、
尿
と
し

て
体
外
へ
排
出
さ
れ
る
た
め
、
副
作
用
は
ほ

と
ん
ど
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
ビ
タ
ミ
ン
で
も
分
解
す

る
過
程
で
肝
臓
な
ど
に
負
担
が
掛
か
っ
て
お

り
、
一
過
性
の
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
過
剰
症

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
の
場
合
は
必
要
以
上
に
摂
取
し
て
も
無
駄

に
な
る
分
も
多
い
た
め
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で

一
度
に
た
く
さ
ん
取
る
よ
り
、
毎
日
必
要
量

を
３
回
の
食
事
で
分
け
て
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

一
方
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
体
に
吸
収
さ

れ
や
す
く
、
過
剰
に
摂
取
し
た
場
合
は
肝
臓

や
体
内
の
脂
肪
組
織
な
ど
に
貯
蔵
さ
れ
、
蓄

積
し
ま
す
。
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
尿
な
ど
か

ら
排
泄
さ
れ
な
い
た
め
、
副
作
用
が
出
や
す

い
の
で
す
。

　

通
常
の
食
生
活
に
よ
り
食
品
か
ら
取
る
脂

溶
性
ビ
タ
ミ
ン
は
過
剰
症
を
心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
ビ
タ

ミ
ン
剤
、
ま
た
は
飲
料
か
ら
多
量
に
取
る
場

合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

・
薬
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
な
い

　

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
状
の
健
康
食
品
は
形
を

見
る
と
薬
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
健
康
食
品
と
医
薬
品
は
全
く
別
の

も
の
で
す
。
健
康
食
品
を
薬
の
よ
う
に
使
用

し
て
い
る
と
、
病
気
の
治
療
が
遅
れ
た
り
、

症
状
が
悪
化
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
薬
を
飲
ん
で
い
る
人

　

健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
成
分

に
よ
っ
て
は
、薬
の
効
果
が
弱
く
な
っ
た
り
、

副
作
用
が
強
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
（
納
豆
・
青
汁
・

ク
ロ
レ
ラ
等
）
は
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
（
抗
凝
固

剤
）
の
薬
効
の
減
弱
、
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
10

は
、
降
圧
薬
・
糖
尿
病
治
療
薬
の
薬
効
の
増

強
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
使
う
場
合
は
、

医
師
・
薬
剤
師
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

気
を
付
け
て
！　
　
　
　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
副
作
用

　

今
回
の
「
知
っ
と
く
�
認
知
症
」
で
は
、

み
な
さ
ん
の
関
心
が
高
い
「
認
知
症
の
予
防
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ン
�

「
軽
度
認
知
障
が
い
」
っ
て
知
っ
て
る
？

認
知
症
予
防
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

　

軽
度
認
知
障
が
い
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
、
認
知

症
で
は
な
い
が
、
軽
度
な
認
知
機
能
の
低
下

が
あ
る
状
態
で
す
。

　

物
忘
れ
が
見
ら
れ
る
記
憶
障
が
い
や
物
事

に
対
す
る
意
欲
が
低
く
な
る
症
状
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
日
常
生
活
に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
５

年
間
で
約
７
割
の
人
が
認
知
症
へ
と
進
行
す

る
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。

水

溶

性

ビ

タ

ミ

ン

と

脂

溶

性

ビ

タ

ミ

ン
　

使
用
す
る
と
き
の
注
意
点

詳　

細　

役
場
福
祉
課
予
防
検
診
担
当
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《主なビタミンの種類》

水溶性ビタミン 脂溶性ビタミン

種　類 主　な　食　品

ビタミンＢ１ 豚肉、落花生、大豆、玄米

ビタミンＢ２ しじみ、ウニ、納豆、サバ、卵、牛乳

ビタミンＢ６
イワシ、大豆、酒、クルミ、バナナ、玄米、
マグロ、落花生、肉類

ビタミンＢ12 カキ、ニシン、サバ、肉類、卵、チーズ

ビタミンＣ ブロッコリー、イチゴ、ピーマン、大根

葉酸 ほうれん草、アスパラ、ニンジン、カボチャ

ナイアシン カツオ、マグロ、サバ、大豆、肉類、玄米

種　類 主　な　食　品

ビタミンＡ
ニンジン、春菊、小松菜、ほうれん草、
うなぎ

ビタミンＤ
イワシ、カツオ、サンマ、サバ、うなぎ、
バター、卵黄

ビタミンＥ
アーモンド、大豆、落花生、マーガリン、
しじみ

ビタミンＫ
納豆、ほうれん草、キャベツ、白菜、牛乳、
ジャガイモ

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
状
態
を
見
逃
さ
ず
に
、
認
知
症

予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
認
知
機
能
の
低
下
を
遅
ら
せ
た
り
、
正

常
な
状
態
に
回
復
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

認
知
症
を
発
症
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人

の
違
い
を
研
究
す
る
と
、
中
高
年
世
代
の
認

知
症
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と

や
運
動
や
食
事
に
気
を
配
っ
た
健
康
的
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
効
果
的
な
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
心
疾
患
、
喫

煙
な
ど
の
血
管
性
リ
ス
ク
因
子
が
増
え
る
ほ

ど
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
な
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
特
に
、
糖
尿
病
で
は

そ
う
で
な
い
人
の
１
・
９
倍
、
さ
ら
に
イ
ン

ス
リ
ン
治
療
者
で
は
４
・
３
倍
、
内
服
治
療

者
で
は
２
・
４
倍
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
だ
間
に
合
う
�

認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣

●
運
動
は
脳
の
神
経
を
成
長
さ
せ
る
！

　

運
動
を
す
る
と
、
脳
の
神
経
を
成
長
さ
せ

る
た
ん
ぱ
く
質
が
分
泌
さ
れ
、
記
憶
を
つ
か

さ
ど
る
海
馬
の
維
持
や
肥
大
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
を
使
い
な
が
ら
運
動
す

る
と
脳
が
刺
激
を
受
け
、
血
流
量
も
増
え
る

た
め
、
神
経
細
胞
が
活
性
化
し
や
す
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
酸
素
運
動
は
血
圧
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
発
症
率
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
青
魚
や
野
菜
な
ど
が
良
い
ら
し
い
！

　

塩
分
・
脂
肪
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、

魚
や
野
菜
を
中
心
に
乳
製
品
も
プ
ラ
ス
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●
積
極
的
な
社
会
活
動
も
効
果
あ
り
！

　

認
知
症
の
発
症
に
は
、
対
人
的
な
接
触
頻

度
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
生
活
を
や
め
、
周
囲
の
人
と
一
緒

に
地
域
活
動
や
趣
味
活
動
な
ど
で
活
動
的
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
鍛
え
た
い
�

３
つ
の
認
知
機
能

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
は
、
主
に
３
つ
の
認
知

機
能
の
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
３
つ
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
認
知
症

で
す
が
、
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
を

心
掛
け
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら

せ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
軽
い
状
態
を

維
持
し
た
り
で
き
る
の
で
す
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
25

－

９
２
０
０

鍛えたい“３つの認知機能”

エピソード記憶 注意分割機能 計画力（思考力）

なにか体験したことを記
憶し、時間を置いても思
い出すことができる機能

２つ以上の作業を同時に
するとき、それぞれに注
意を配り進められる機能

新しいことをするときに、
段取りや手順を考え、そ
れを実行できる機能

《日常生活での工夫》
・家計簿を付けるときレ
シートを見ずに買った
ものを思い出す

・２日前の出来事を日記
に付ける

・前日食べた献立を思い
出して記録する

《日常生活での工夫》
・メモを取りながら、電
話をする

・料理をするときに一度
に数種類のおかずを作
ってみる

・時間や目標を決めて仕
事や計算をする

《日常生活での工夫》
・買い物へ行くときに効
率のよい手順や道順を
考える

・旅行の計画を立てる
・１週間の予定を立て、
その準備をする
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　本別町文化協会に加盟している舞踊団体の皆

さんが一堂に会し、日頃の練習成果を披露しま

す。日舞、剣舞の他に、子どものバレエやフラ

ダンスも加わり、華やかな舞台となります。皆

さんのご来場をお待ちしています。

日　　時　２月28日㈰　午後１時－

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体　藤舞会、神刀流本別支部、勇足のぎ

く会、よもぎ会、グラン・ジュテ－バレエ－、

ハワイアンフラステラ、ハワイアンフラパー

プルズ

詳　　細 本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

自然を満喫しよう
第22回歩くスキーの集い

第39回舞踊祭

　暖かい春の日差しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみません

か。

日　　時　３月13日㈰　午前９時40分－

場　　所　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　　員　１００人

参 加 料　１，０００円

申込期限　３月４日㈮

詳細・申し込み先

　　　　陸別町教育委員会　☎２７－２１２３

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町認定こども園どんぐりへ

・足寄町農業協同組合（新津

賀庸代表理事組合長）から

 もち米20キログラム

・斉藤井出建設株式会社（齋

藤和之代表取締役社長）か

ら ＤＶＤ９巻

町へ

・長岡昌さ
ん（西町７丁目）

から高齢者福祉のために

 20万円

募　　集

お知らせ

町補助職員登録のご案内

北海道最低賃金

飲酒運転は重大な犯罪です北方型住宅フェアを開催します

国有林モニターに
なりませんか

敬老祝金（商品券）の
有効期限が満了します

無料法律相談会を
開催します 

予備自衛官補募集

　町では、町補助職員登録を随時

行っています。

　臨時の業務および緊急を要する

業務等が発生した場合補助職員登

録者の中から選考し、臨時的に雇

用します。

業務の種類

①一般行政事務

②給食業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム・あしょろ

子どもセンター・学校給食セン

ター）

③介護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

④看護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

⑤保育士業務（あしょろ子どもセ

ンター）

⑥自動車運転業務（建設課車両室）

⑦道路維持業務（建設課車両室）

⑧学校公務補業務（教育委員会）

⑨特別支援教育・学習支援員（教

育委員会）

応募方法

　履歴書（写真添付）を持参の上、

役場総務課総務室職員担当まで本

人がお越しください。簡単な面接

を行います。資格を有する方は、

資格を証明するものの写しを履歴

書に添付してください。

詳　　細

 役場総務課総務室職員担当

 ☎２５－２１４１内線３２３

最低賃金額　時間額７６４円

効力発生日　平成27年10月８日

　重大な犯罪である飲酒運転を北

海道から根絶するために「北海道

飲酒運転の根絶に関する条例」が

制定されました。一人一人が飲酒

運転の根絶に向けて「飲酒運転を

しない、させない、許さない」と

いう意識で、道民一丸となって北

海道から飲酒運転をなくしましょ

う。

詳　細 道環境生活部

 くらし安全局道民生活課

 ☎０１１－２０４－５２１９

　林野庁北海道森林管理局では、

平成28・29年度の国有林野管理経

営に関するモニターを募集してい

ます。

応募資格

　北海道にお住まいで国有林に感

心があり、平成28年４月１日現在

満20歳以上の方

募集人数　48人

応募期限　２月26日㈮
応募方法

　氏名、性別、住所、生年月日・

年齢、職業、電話番号、モニター

募集を知ったきっかけ、応募理由

をご記入の上、郵便、ＦＡＸまた

はメールでご応募ください。

モニター応募専用メールアドレス

h_kikaku@rinya.maff.go.jp
応募先・詳細

〒０６４－８５３７

札幌市中央区宮の森３条７丁目70

 北海道森林管理局企画課

 国有林モニター担当

 ☎０１１－６２２－５２２８

ＦＡＸ０１１－６２２－５１９４

　平成27年９月に77歳、88歳、99

歳の方にお渡しした敬老祝金（商

品券）の有効期限が迫っています

ので、期間内にご使用ください。

期限を過ぎた商品券は使用できま

せんので、あらかじめご了承くだ

さい。

有効期限　３月14日㈪
詳　　細

 役場福祉課高齢者福祉担当

 ☎２５－９２００

　日本司法支援センター法テラス

釧路では、借金の問題や生活上の

さまざまな悩み事についての無料

法律相談会を開催します。

開 催 日　２月24日㈬－26日㈮
場　　所　法テラス釧路との契約

弁護士・司法書士の各事務所

受付期限　２月19日㈮
　　　　　※先着15人

受付時間　午前10時－午後４時

詳　　細 日本司法支援センター

 法テラス釧路

 ☎０５０３３８３－５５６７

　十勝総合振興局では、北方型住宅の普及促進を目的とした北方型住宅

フェア「地域材を活用したとかち型エコ住宅」を開催します。

日　時　２月26日㈮　午後１時－４時／27日㈯　午前10時－午後４時

場　所　とかちプラザ

内　容　事業者向けセミナー、地域型住宅ブランド化事業住宅パネル展

示、住宅相談コーナー、キッズスペースなど

詳　細 十勝総合振興局帯広建設管理部建築住宅係

 ☎０１５５－２７－８６０１

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

町職員人事異動

訂正とおわび

１月31日付退職者

藤原　秀一

（経済課林業商工観光室主事）

　広報あしょろ12月号の「智

究人」に掲載した「フラサー

クル・ナメアフラオヒナノ」

の例会日に誤りがありました

ので、訂正しておわびします。

（誤）

毎週月曜日午後７時から

（正）

月３回金曜日午後７時から

募集種目 応募資格 受付期限 試験日

予備自衛官補
（一般）

18歳以上34歳未満の方

４月８日㈮
４月15日㈮
－19日㈫

いずれか１日予備自衛官補
（技能）

18歳以上で国家免許
資格等を有する方

新人を紹介します

・年齢　27歳

・出身　本別町

・趣味　車、バイク

　「まだまだ分からないこと 

もありますが、一日でも早く 

仕事を覚え、足寄町のために 

精一杯仕事に取り組みたいと 

思います」

岡本　一也
特別養護老人ホーム介護士
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掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで
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☆２月のイベントと言えば、節分はさ

ることながら、ここ近年盛り上がっ

ているのがバレンタインデー。

☆本命チョコや義理チョコ、自分用の

ご褒美チョコなど種類はさまざまで

すが、女性のバレンタインチョコの

平均予算額は５０００円前後と言わ

れています。

☆私はそれよりも少し多かったので、

友人にも聞いてみると「私はその４

倍だわ…」との返答が。一体何を買

えばそんな金額になるのか…。聞か

なきゃ良かったです。

☆平成27年12月末の住民基本台帳人口

等をお知らせします。

　　人　口　　７，２１１ 人

　　　男　　　３，５１１ 人

　　　女　　　３，７００ 人

　　世　帯　　３，５３４世帯

髙橋　桃
もも

葉
は

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年３月11日生まれ）

　ディズニープリンセスに憧れ

ている桃葉は、お姉ちゃんが大

好きで弟の面倒も見てくれます。

これからも、心身共に穏やかに

育ってね。

 健太・悠理亜さ
んの子

� （中矢）
加藤　雄

ゆう

介
すけ

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年３月27日生まれ）

　車のおもちゃが大好きで、踊

りと笑顔がとってもかわいい雄

介。いつもお兄ちゃんについて

歩いて仲良く遊んでいます。す

くすく大きくなってね。

� 幸雄・千代子さ
んの子

� （下愛冠２丁目）

早坂　彩
あや

芭
は

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年３月９日生まれ）

　ダンスが好きな彩芭は、いつ

もお姉ちゃんと楽しく踊ってい

ます。けんかもするけれど、こ

れからも姉妹仲良く、元気にす

くすく育ってください。

� 俊哉・潤子さ
んの子

� （栄町１丁目）

今月の表紙

　１月10日に行われた「成人式」でのスナッ

プです。　

 （⇒２－３ページ）　

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　７，２０１　人　（－10)

　男　　　３，５０５　人　（－６)

　女　　　３，６９６　人　（－４)

世　帯　　３，５２６世帯（－８)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


